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養護老人ホーム 職 場 訪 問養護老人ホーム 職 場 訪 問養護老人ホーム養護老人ホーム 高 津 戸 荘
（１２：００～１２：３０）１．昼 食
（１２：３０）２．点 鐘

３．ロータリーソング
４．来訪者紹介
５．介護用具贈呈
６．会長報告
７．幹事報告
８．委員会報告
９．点 鐘

職場訪問次第
司会 岡田職業奉仕委員長

１．会長挨拶 桐生西ＲＣ会長 下井田秀一君
２．ご 挨 拶 社会福祉法人柏理事長 水澤末吉様
３．高津戸荘との歴史 奉仕 委員長 金子福松君ＰＪ
４ 『高津戸荘』の概要 高津戸荘主任 関根雅広様．

（解散１３：３０）５．施設見学及び入所者と交流

下井田年度の職場訪問は、クラブ創立時から交流のある養護老人ホーム『高津戸荘』を訪問先として開催しました。
また、地区補助金やＲＩ意義ある業績賞の申請を済ませた“介護用具”の贈呈式を、社会福祉法人『柏』理事長の
水澤様ご臨席の上、挙行いたしました。その後、施設見学とあわせて、お贈りしたリハビリ効果のある遊具を使っ
て、入所者のお年寄りと会員との交流を行いました。

高津戸荘の関根主任のご説明によると、入所者は定員 名のところ現在 名で、男性 名、女性 名と圧倒的５０ ４６ １５ ３１
に女性が多く、平均年齢は約 歳、桐生市･みどり市とその近郊の方々が入所されております。職員数は併設されて８０
いる『訪問介護たかつど』とあわせて 名の方が在職されているそうです。２１

年という永い交流の歴史を持つ高津戸荘に、今回初めて訪れた会員も少なくなく、職員の方々の明るく親切な３８
応対や、施設全体の清潔で明るく活発な雰囲気に大変感心致しました。平成 年に優良施設として天皇陛下より御１７
下賜金を贈られた事もしかりとうなずける素晴らしい環境の『高津戸荘』でした。

◆ビジター
社会福祉法人『柏』理事長 水澤末吉様
高津戸荘 主 任 関根雅広様
桐生西ＲＣ 名誉会員 星野精助君
桐生西ＲＣ入会予定者 松尾章司様
桐生タイムス社 中澤時雄様
上毛新聞わたらせ支局 奥木秀幸様

下井田会長◆会長報告
１．齋藤憲一会員の奥様がご逝去され、齋藤会員から

会員皆様に対し、お手伝い頂いた御礼と、会葬の御
。礼についてご挨拶したいとご連絡をいただきました

先生も大変お疲れの様で、また本日の例会が通常例

会ではないので、次週の例会でご挨拶して戴くこと
にいたしましたので、ご報告致します。

２．チリ復興基金についてのお願いが、地区を経由し
てロータリー財団から届いております。チリ地震へ
の支援金は、年次寄付の実績にも、ポール･ハリス･
フェロー等の対象にもなりませんが、クラブや個人
のロータリー財団の寄付合計に加算されるそうです
ので、ご協力をお願い致します。

向田幹事◆幹事報告
◇本日高津戸荘さんのご好意によりお茶とお菓子を各

会員に頂戴致しました。
◇家族会春の日帰りバス旅行の参加申込み者が予定数

高津戸荘集会室での例会風景 下井田会長から水澤理事長へ介護用具目録贈呈 会員と入所者との交流
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桐生西ロータリークラブ

に達しました。これからお申込をされる方は、お早め
にご連絡をお願い致します。

◇高森会員事業所の連絡先が変更になりました。ご用の
方は事務局へお問い合せ下さい。

◆委員会報告
□出席委員会

総数 名（免除者８名の内 名出席の為３ を除く）４８ ５ 名

出席率対象者 名 出席率対象者出席人数 名４５ ３６
欠席者 名(内前メイク 名) 出席率 ％９ ２ ８４．４４

（ ）前々例会修正出席率 ％ 最終欠席者 名９７．８３ １
石川委員長□ニコニコＢＯＸ委員会

高津戸荘に訪問させて頂きました 名誉会員･星野精助君
栗原委員□ロータリー財団委員会

結婚 年を元気に迎えました 名誉会員･星野精助君７０

《次例会予告》

４月２日 (金 ) 栃尾ＲＣ歓迎夜間例会
点鐘 会場 桐生プリオパレスＰＭ６：３０、

下 井 田 年 度 第 ３ 回 ゴ ル フ コ ン ペ
３月１１日(木) 鳳凰ゴルフ倶楽部

大雪に見舞われた後の
最悪のコンディションの
中、スタート時間を１時間
以上遅らせて開催しまし
た。ハーフで切り上げ、和
風レストランやまもとで表彰
式を行いました。翌日の例
会で、優勝の家住君にカッ
プが渡されました。

参加者１６名優勝 家住慧路君

３月１２日理事会報告

１．新会員 松尾章司君の入会式を４月２日の例会で行い、
会務分担を親睦委員とする。

２．４～６月の例会変更承認。
３．桐生５ＲＣ合同群馬大学工学部留学生交流会は、負担

金５万円を国際奉仕委員会予算より拠出し、割当参加数
１６名は全会員に募り、会費４千円は参加者負担とする。

４．群馬境ＲＣ創立４０周年記念式典は２名登録する。
５．三和会チャリティゴルフ大会は４名参加し、参加費と協
賛金は社会奉仕委員会より支出する。

施
設
概
要

を
説
明
さ
れ
る
関
根
雅
広
主
任

高
津
戸
荘

と
の
歴
史
を
語
る

金
子
福
松
奉
仕
Ｐ
Ｊ
委
員
長

司
会
進
行

岡
田
善
孝
職
業
奉
仕
委
員
長

会
長
挨
拶

下
井
田
秀
一
会
長

水
澤
末
吉
理
事
長
ご
挨
拶

桐生西ＲＣと高津戸荘の交流の歴史
奉仕プロジェクト委員長 金子福松君

養護老人ホーム高津戸荘を初めて慰問したのは、今か
３８ 。ら約 年前になります。その時のことからお話します

昭和 年 月 日に桐生西ＲＣが創立さ１９７１（ ４６） １１ １２
ロータリー １５，０００れ、国際 に認証されたのが、世界で

ラッキーナンバー ロータリ番目という だった為に、国際
の公式機関雑誌『 』から、記者が取材ー The Rotarian

に来るということになりました。それでは社会奉仕
活動として高津戸荘を慰問しているところに取材に
来てもらおうという事になり、その年の 月 日、全１２ ７

クリスマスデコレーション会員で慰問し、お土産に大きな
や などを贈り、又、入所者のお年寄りケーキ ソーメン

、 、と歓談したり 一緒に囲碁や将棋を楽しんだりして
和やかなひとときを過ごしました。

この時、 誌から 取材に同The Rotarian ２名の記者が
行しました。翌年の 月号に写真 枚入The Rotarian ２ ３
りで 「ＲＩ加盟認証 番目の桐生西ＲＣが社、 １５，０００

、 」会奉仕活動として 養護老人ホームを慰問しました
という内容で掲載され、全世界に配布されました。

それ以来、毎年継続的に交流が続いています。敬
老の日のお祝いに参加、 に 寄贈、観桜クリスマス ケーキ
会に参加などがあります。特に観桜会は高津戸荘と
桐生西ＲＣが共催という形式で開催され、来賓を多
数招待し、 として、鳥嶋会員を始めとすマジックトリオ
る 会員が を披露して皆さんに大変喜んで戴３ マジック
きました。

ただ、その年度の会長、幹事、社会奉仕委員会、
会報委員会など、 人の会員のみの参加の為、高４～５
津戸荘に来たのが今日が初めてという会員もいると
思います。今迄に全会員で訪問したのは、創立時と
他に１度だけあり、今回が 度目だと思います。３

、 、又 桐生西ＲＣ創立 周年記念事業の一つとして１０
昭 年 月、高津戸荘に時計塔を寄贈しま１９８２（ 和５７） ３

した。当初門に入ってすぐの所にあったのですが、
現在は建物の前の高台の良く見える場所に移されて
います。

この様に、継続的に長年にわたり高津戸荘に社会
１９８５（ ６０）奉仕活動を行っている事が認められ、 昭和

に『意義ある業績賞』を戴き、地区内全クラブ年２月
に紹介されました。

年という長い年月の間には、いろいろと変化が３８
。 。ありました 特に人の動きは著しいものがあります

、 、 、しかし 人は変わっても その時々の会長や幹事
社会奉仕委員長が中心になって、今後共、桐生西Ｒ
Ｃと高津戸荘の交流が続いて行ける様、願っており
ます。




